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【はじめに】我々の研究グループでは多種多様なイオン種を 1 台で生成可能なユニバーサルソースの

実現をめざし, タンデム型 ECRイオン源の構築を行ってきた. タンデム型 ECRイオン源はそれぞれ独

立したパラメータでプラズマの生成が可能であり, 生成したイオン種を独立に引き出すことが可能で

ある[1]. 現在は, ユニバーサルソース実現の一環として, 安全で造影能が高い MRI の造影剤に利用が

期待される鉄内包フラーレンの気相合成に取り組んでいる. 鉄内包フラーレンの合成では, 第 2ステー

ジ単体で鉄とフラーレンプラズマを混合して合成を行う方法と, 第 1 ステージで生成した鉄イオンを

第 2 ステージのフラーレンプラズマにエネルギー制御して導入させることにより効率的に合成を行う

2 種類の方法を想定している. 不純物混入を防ぐため, 固体の純鉄材料を加熱しており, 以前開発した

誘導加熱蒸発源を用いた[2]. 本稿では第 2 ステージのみを用い, ミラー磁場の外側に誘導加熱蒸発源

を設置して行った鉄内包フラーレンの気相合成基礎実験について報告する. 

【実験方法】Fig.1 に ECR イオン源の全景と実験条件を示す. フラーレン試料には C60を使用し, マイ

クロ波源は低パワーで制御可能な無線機を用いる. C60 加熱用のるつぼはイオン源の側面より導入して

おり, 現在までにフラーレンイオン生成およびイオンビーム引き出しに成功している[3]. 鉄及びフラ

ーレン試料は蒸発源で加熱し, 純度の高い蒸気をイオン源に導入する. 次に, ミラーコイル A,Bと 8極

磁石により最小磁場配位をとり, 無線機から 2.4GHz のマイクロ波を装置内に導入することで, 鉄とフ

ラーレンの混合プラズマを生成する. 生成したイオンは加速電圧 1kV で引き出すことができ, 分析磁

石とスリットを通過して質量/荷電分離し, ファラデーカップにより価数分布計測を行う.  

【実験結果】Fig.2に鉄とフラーレンの蒸気を導入した際に得られた価数分布を示す. 実験では最初に

Fe
+のスペクトルを確認した後, C60

+の電流値が最大になるようにコイル電流やマイクロ波パワー, 引き

出し, 輸送系を最適化し, C60
+より高 m/q のビーム電流を調べた. 同図の右上は縦軸を 40倍拡大したも

ので, FeC60
+ に相当する位置にピークを確認した. 本講演ではさらにフラーレンと鉄の温度を上昇させ

た場合の価数分布の変化などについて詳細に発表する予定である. 

 

 

Fig.2 FeC60を観測した価数分布 
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Fig.1 実験装置全景と実験条件 
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